
 「避難所開設・運営」コンテンツ 学ぶべき知識の階層化（WBS化）

1.1 避難所運例体制の確⽴

1.2 避難所の指定

1.3 初動の具体的な事前想定

1.4 受援体制の確⽴

1.5.1 帰宅困難者対策

1.5.2 在宅避難者対策

2.1.1 避難所運営サイクルの確⽴

2.1.2 情報の取得・管理・共有

2.2.1.1 ⾷料管理

2.2.1.2 物資管理

2.2.2.1 多重的に災害⽤トイレを確保する

2.2.2.2 既設トイレの活⽤と不⾜するトイレの把握を実施する

2.2.2.3 トイレの使⽤ルールを確⽴する

2.2.2.4 トイレの使⽤環境の改善を実施する

2.2.2.5 トイレの特別ニーズ対応を実施する

2.2.2.6.1.1 清掃前にマスク、⼿袋、袖付きガウン、靴カバー（使い捨て）を着⽤する

2.2.2.6.1.2 トイレ⽤タワシで便器内を洗浄する

2.2.2.6.1.3 和式便器の縁の部分は靴で踏みやすいため、しっかり清掃する

2.2.2.6.1.4 便器⽤のタオル（ピンク）で仮設トイレの便器外⾯を⽔拭きする

2.2.2.6.2.1 ⾃在ぼうきやシダぼうきで床⾯のごみを掃き集めてちり取りで回収する

2.2.2.6.2.2 デッキブラシで床⾯や仮設トイレのステップ部分を⽔洗いし、最後に洗い流す

2.2.2.6.2.3 モップで床⾯や仮設トイレのステップ部分を⽔拭きする

2.2.2.6.3.1 消毒薬で既設/仮設トイレの⼿や⽪膚が触れる箇所（ドアノブなど）を清掃する

2.2.2.6.3.2 ペーパーホルダーや壁、ドアやドア枠を拭き上げる

2.2.2.6.4.1 既設/仮設トイレの汚物⼊れのごみを回収する

2.2.2.6.4.2 既設/仮設トイレの汚物⼊れの容器の汚れを拭き上げる

2.2.2.6.5.1 汚物/吐瀉物の周辺を⽴⼊禁⽌にする

2.2.2.6.5.2 新聞紙で汚物/吐瀉物の固体を回収し、ごみ袋に⼊れて捨てる

2.2.2.6.5.3 汚物/吐瀉物のあった場所全体に消毒薬をかけ、全体を拭きとる

2.2.2.6.5.4 着⽤したものの汚れを始末する

2.2.2.6.6.1 汚物/吐瀉物の処理作業に使⽤した資機材をごみ袋に⼊れ⼝をしっかりと縛る

2.2.2.6.6.2 もう⼀枚ごみ袋に⼝を縛ったごみ袋と⼿袋を脱いで中に⼊て⼝をしっかりと縛る

2.2.2.6.6.3 汚物/吐瀉物の処理作業完了後、⽯鹸で⼿を洗う

2.2.3 衛⽣的な環境の維持

2.2.4 避難者の健康管理

2.2.5 寝床の改善

2.2.6 ⾐類

2.2.7 ⼊浴

2.3.1 配慮が必要な⽅への対応

2.3.2 ⼥性・⼦供への配慮

2.3.3 防犯対策

2.3.4 ペットへの対応

2.3.5 感染症対応

3 避難所の解消 3.1 避難所の解消に向けて

避
難
所
開
設
・
運
営

1
運営体制の確⽴
（平時）

1.5 帰宅困難者・在宅避難者対策

2
避難所の運営
（発災後）

2.1 運営事務局の役割

2.2

⾷料・物資管理

2.2.2.6 トイレの清潔な衛⽣環境を確保する

2.2.2.6.1

2.2.2.6.5 汚物/吐瀉物を回収する

2.2.2.6.6 汚物/吐瀉物の処理資機材を廃棄する

2.3 特別なニーズへの対応

2.2.2 トイレの確保・管理

既設/仮設トイレの便器を清掃する

2.2.2.6.2 既設/仮設トイレの床⾯を清掃する

2.2.2.6.3 既設/仮設トイレの⾼頻度接触箇所を清掃する

2.2.2.6.4 既設/仮設トイレの汚物⼊れのごみを回収する

⽣活の質の維持

2.2.1
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